CORONA 


コロナ自然通気形開放式石油ストーウ 

取扱説明書 


正しく使って上手に節約 


RX-22 



このたびは、 コロナ 石油ス I ブをお買いあげ 
いただき、まことにありがとうございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後もお使いになる方がい 
つでも見られる所に「保証書」と共に大切に保 
管してください。 

燃料は必す良質の灯油^| 0 :由)を 
使用してください。 
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ガソリン使用禁止 
使用燃料：灯油 












































































■特に注意していただきたいこと(安全のために必ずお守りください) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産へ 
の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。内容 
をよく理解してから本文をお読みください。 


△危険 


この表示を無視して、誤った取り扱い 
をすると、人が'死亡、重傷を負ラ危険 
または火災の危険が'差し迫って生じる 
ことが想定される内容を示しています。 


絵表示の例 


A △記号は注意を促す内容があることを告げるものです。 
/1\図の中に具体的な注意内容（左図の場合は一般的な注 
意）が描かれています。 


△警告 


この表示を無視して、誤った取り扱い 
をすると、人か'死亡、重傷を負ろ可能 
性または火災の可能性が想定される内 
容を示しています。 




G 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 
図の中や近傍に具体的な禁止内容 （ 左図の場合はガソ 
リン禁止）が描かれ r います。 


△注意 


この表示を無視して、誤った取り扱い 
をすると、人が'傷害を負ろ可能性や物 
的損害の発生が想定される内容を示し 
ています。 


〇 ❶記号は行為を指示する内容を告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は一般的な行 
為の指示）が描かれています。 


△ 危険 (DANGER) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
し火災の國こなります。 




△ 警告 (WARNING) 


カーテン、可燃物近接厳禁 


カーテンや燃えやすいもののそ 
ばなどでは使用しないでください。 
火災の原因になります。 



換気必要 

換気せずに使用しつづけないで 
ください。酸素が不足すると、 

不完全燃焼し、一酸化炭素など 
が発生して中毒になるおそれが 
あります。 

使用中は必す1時間に1〜2回 
(1 〜2分）換気して、新鮮な空 
気を補給してください。 

窓の凍結、地下室など換気が十分におこなえない場所 
では、使用しないでください。 


© 



寝るとき消火 

寝るときや外出するときは、必 
す消火してください。 

また、人目の届かないところでは、 

使用しないでください。 

不完全燃焼や異常燃焼 • 火災の 
おそれがあります。 

消火の際は、必ずしん調節つまみが消火位置にもどり、 
火が'消えたことを確かめてください。 



給油時消火 

給油は、必す消火してからおこ 
なつてください。 

火災の原因になります。 

こぼれた灯油は、よくふきとつ 
てください。 



油もれ危険 

給油□□金は確実に締めてくだ 
さい。給油□□金を下にして、 

油もれがないことを確かめてく 
ださい。□金を斜めに締めたり 
すると、簡単に□金がはずれて、火災の原因になります。 



衣類の乾燥厳禁 

衣類などの乾燥には使用しない 
でください。 

衣類が落下して火がつき、火災 
の原因になります。 



やかんのせ禁止 

やかんやなべなどをのせない 
でください。 

振動や接触によってやかんや 
なべなどの熱湯がこぼれ、や 
けどのおそれ;^あります。また、なべの煮こぼれによ 
ってストーブ内部の部品が損傷するおそれがあります。 




























































スプレー缶 厳禁 


△ 警告 (WARNING) 

可燃性ガス使用厳禁 


スプレー缶やカセツトこんろ用ポ 
ンべなどをストープの上や前に放 
置しないでください。 

熱で缶の圧力が上がり、爆発し、 
危険です。 


0 



ストープを使用している部屋で、 
可燃性ガスが発生するもの（ベン 
ジン、シンナー、ガソリン）、ス 
プレーを使用しないでください。 
火災や故障の原因になります。 



Pi 




0 



燃焼中移動禁止 


火のついたまま持ち運ばないでく 
ださい。 

やけどのおそれ^)ヾあります。 

また、転倒すると火災になるおそ 
れがあります。 


△ 注意 (CAUTION) 



純正部品の使用 

しんなどの部品は、必す純正部品（指定され 
た部品）を使用してください。 

予想しない事故が発生するおそれがあります。 


異常時使用禁止 

におい、すすの発生、炎の色など 
異常燃焼を起こしたときは使用し 
ないでください。 

緊急の揚合でもあわてずにしんを 
下げて消火してください。 

(ぽ8 ■ 9ぺージ） 


居室内給油禁止 

給油は、必す火の気のないところでおこな 
つてください。 

火災のおそれがあります。 

変質灯油禁止 


❶ 

0 



0 

Q 


変質灯油 （ 持ち越した灯油など)、不純灯油（灯 
油以外の油•水 • ごみが混入した灯油など）を 
使用しないでください。 

異常燃焼やしんが下がらなくなるおそれがあります。 

高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、高温部（図の 
アミ部分）に手などふれないでくだ 
さい。 

やけどのおそれ^^'あります。 

小さいお子様やからだの不自由な 
方のいるご家庭では、特に注意してください。 



掃除機の排気に注意 

燃焼中に掃除機の排気などをあ 
てないでください。 

風があたると赤火が出たり、異 
常燃焼の原因になり危険です。 



分解修理•改造の禁止 


故障、破損したら、使用しないでください。 
不完全な修理や改造は危険です。 

お買い求めの販売店に修理を依頼してください。 




可燃物との距離を離す 

燃えやすいものや障 
害物とは、必ず図に 
示す距離をとって設 
置してください。 

火災のおそれがあり 
ます。 


50cm 以上 


1 00cm 以上 



ほこりの除去 

ほこりを、ときどき除去してください。 

ごみ、ほこりなどがつまると、異常燃焼のお 
それがあります。 


❶ 


Q 


次の場所では使用しない 

火災や予想しない事故の原因になります。 

奉水平でない場所、不安定な場所 
鲁風のあたる場所、部屋の出入□や屋外 
籲ほこりや湿気の多い場所 
• 不安定な物をのせた棚などの下 
• 可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 
籲温室、飼育室など人のいない場所 
參理.美容室、クリーニング店などスプレーや化学 
薬品を使ろ場所 

籲マントルビースなどス I ブが囲われる場所 
•直射日光のあたる場所 











































正常燃焼の確認 

正常に燃焼していることを確認 
してください。 

しんが上がりすぎたり、燃焼筒 
がずれていたりすると異常燃焼 
し危険です。 


△ 注意 (CAUTION) 

日常のお手入れ時の注意 

日常の点検_手入れは必すおこな 
つてください。 

点検 • 手入れは、ス I ブが冷え 
r からおこなつ r ください。 
(1^10 -11ぺージ） 

やけどのおそれがあります。 




燃焼筒のガラスが割れたままの使用禁止 


燃焼筒のガラスが欠けたり、割れて破 
損したままの状態では、絶対に使用し 
ないでください。 

異常燃焼したり、すすが発生するおそれがあります。 
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運搬するとき 

ス I -ーブを運搬する場合は、給油タンク • 
固定タンク内の灯油を抜いてください。 
運搬の途中で灯油がこぼれ r 周囲を汚す 
おそれがあります。 



保管時にしていただくこと 

長期間使用しないときまたは保管すると 
きは、必ず灯油を抜いて、乾電池を取り 
はずしてください。 



傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 


火災のおそれ;^あります。 


❶ 


廃棄するとき 

ス I ブを廃棄処分するときは、必す給 
油タンク • 固定タンク内の灯油を給油ポ 
ンプなどで抜き取つてください。 

(ぽ11ベージ） 

灯油や乾電池が入つたまま廃棄するとリサイクルの際 
に思わぬ事故になるおそれがあります。 


ふく射熱に長時間あたらない 

ストーブに直接長時間あたらないでください。低温やけどや脱水症状になるおそれがあります。 
お子様、お年寄り、病気の方、皮ふの弱い方などがお使いになる場合は、ス I ブの取り扱い、 
部屋の換気、やけど、低温やけどや脱水症状などについて周囲の人が十分注意してください。 
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お願い （ NOTICE) 


灯油の廃棄 

灯油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになつた販売店にご相談ください。 


_使用する場所 


効果的に使用するために 


參外気に接する窓側などに置くと、冷気がストーブで暖められ、上昇 
対流するので効果的です。 


•カーテンなど可燃物との距離は十分とってください。 


•扇風機やサーキユレーターなどで室内の空気を対流させると、より 
効果的な暖房ができます。 

*ス I ブに直接、風があたらないよう注意してください。 










































圓各部のなまえ 

〔外観図） 



〇冓造図) 










































































































_ 使用前の準備 


開こんと部品のセツト 


1.包装箱からストーブ'を出す 2.燃焼筒をセツトする3.乾電油(单一形2個)をットする 


•包装箱からス I ''ーブを取り出してください。 
•ガードをとめているテープをはずして、ガ 
ードを開いてください。 

•燃焼筒巻きをはずしてください。 

•タンク室ふたを開いて、タンク押えをはず 


•燃焼筒をセツトしたら、 
ガードをもとどおりに取 
り付けてください。 

•燃焼筒つまみを左右に動 
かして、しん案内筒に正 


してください。 


しくすわつていることを 


籲 s 装箱、タンク押え、燃焼筒巻きはストープの 
保管に必要です。 

また、取扱説明書も忘れすに保管してください。 


確認してください。 



•乾電池は別売です。 

•同じ種類の新しい单一形乾電池を2個用意し 
てください。 

種類の異なる乾電池、または新しい乾電池と 
古い乾電池を組み合わせて使用しますと、液 
もれや破裂のおそれがあります。 

•シーズン始めにすベて新しい乾電池に交換し 
て<ださい。消耗した乾電池を使用すると、 
点火しにくい場合があります。 

•後側にある電池ケースに、乾電池を電池ケー 
スの絵の方向に合わせて正しくセツトしてく 



燃料は必ず灯油 ( jisi 号灯油）を使用してください。 

參 |也危険 I ガソリンなどの揮発性の高い油は絶対に使用しないでください。火災の原因になります。 
翁 IZL 注意 I 変質灯油、不純:) a ' 油などは絶対に使用しないで<ださい。 

參 添加剤や助燃剤などは使用しないでください。 

• 灯油は必す火気 • 雨水 • ごみ • 高温および直射日光をさけた場所に保管してください。 


灯油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけ 
ます。 

(火の気のない所でおこなつてください。) 



変質灯油•不純灯油とは- 



長期間日光に 
あたる所や温 
度の高い所に 
保管した灯油 

0 


容器のふたが 
開けてあったり、 
乳白色のポリ 
容器で保管し 


た灯油 


水 • ごみや灯 
油以外の油が 
ほんのわずか 
でも混入した 





•極度に変質したも 
のは、黄色味がか 
ったり、すっぱい 
においが'します。 

•必ず灯油用のポリ 
タンクをお使いく 
ださい。 

•灯油はシーズン中 
に使いきりましよう。 


■変質灯油や不純灯油を使用すると、機器の故障の原因になります。 


hir 


(図1 ) 


■かたい 


第1糸 


第2糸 



♦油の程度にもよりますが、1日〜 

30日のご使用で、しんの先端(図 1) 

または第2糸と第3糸の間(図 2) 

に力ーボンやタールが付着し、そ 
の部分がかたくなると同時に厚く 
なって、スピード消火ポタンを押 
したり、対震自動消火装置が作動 
しても、しんが下がらず消火しないことがあります。 

♦点火しなかったり、点火に時間がかかったりします。 

♦赤熱ムラが出たり、燃焼筒が暗くなり、激しいにおいがしたり、異常燃焼 
したりします。 

拳給油タンクに灯油が残っていても火力が小さくなったり、しんが下がらな 
くなったりします。 

♦点火してから完全燃焼まで時間がかかります。 

♦給油タンクや固定タンクが腐食する原因になります。 


■万一変質灯油や不純灯油を 

使用したときは… 

參給油 ■ 固定タンク内の灯油を抜き、き 
れいな灯油で2〜3回洗ってから使用 
してください。 

(悪い油が残っていると再発します。） 
(ぽ11ページ） 

• しんの手入れをしてください。 

(ぽ11ぺージ ） 

• しんの手入れをしても効果のないとき 
はしんを交換してください。 

しんの交換はお買い求めの販売店または、 
コロナお客様ご相談窓□にご連絡くだ 
さし、。 


* 変質灯油、不純灯油が原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でも保証の対象外となります。 

* 変質灯油の処理でお困りの場合は、灯油をお買い求めの販売店にこ'相談ください。 

V _ ノ 

























































































4. 使用前の準備 


• I 么警告 I 給油は必す消火してから火の気のないところでおこなってください。 


給油の手順と注意 



1.給油タンクを取り出し、給油□□金をはずす 

參タンク室ふたを開いて給油タンクを取り出し、給油□口金を左にまわし 
て取りはずしてください。 


•燃焼中に給油タンクを持ち上げますと、安全のため 
に給油時自動消火装置がはたらいて、自動的に消火 
します。 

•給油□口金の弁の部分にゴミなどがはさまっている 
場合は取り除いてください。 

油もれの原因になります。 



2.給油する 

•市販の給油ポンプなどを使用して、油量計を見ながら給油してください。 
參油量計の〔>〕位置まで黒色に変わったら、給油をやめてください。 




3.給油□□金を締める 


參[水警告|給油□□金は、確実に締めてください。 

給油□□金を下にして、油もれがないことを確かめてから、給油タンクを夕 
ンク室に正しくセツトしてください。 

參^警告 j 給油□口金を斜めに締めたりすると、簡单に給油□□金 
がはすれて、火災の原因になります。 

參こぼれた灯油はよくふきとつてください。 


■給油するときのめやす（給油サインで確認してください。） 

•ご使用中、給油タンク内の灯油が少なくなると 
(■給油サイン J で給油の予告をします。 
r 給油サイン j に ピンク 色が出できたら、 「給油 
の手順と注意」 にしたがって給油してください。 

約1〜2時間で給油タンク内の灯油がなくなり 
ます。 




点火前の準備と確認 


水平な場所に設置 



•ス I ブは、水平で安定の 
よい床の上に設置してくだ 
さい。 

• 傾斜した場所や振動の激しい 
場所で使用すると、異常燃焼 
や対震自動消火装置の誤作動 
の原因になります。 


給油時自動消火装置 
の12 ツト 


給油タンク 


1自動的に 
1 1 ット 



•給油タンクをセツトする 
と自動的にセツトされます。 


• 給油タンクが確実に入って 
し'ないと、乜ツトされません。 


燃焼筒のすわり確認 



•燃焼筒のつまみを持つ 
r 左右に2〜3回動か 
して、しん案内筒に正 
しくすわつているかを 
確かめてください。 


対震自動消火装置の t ット 



•点火つまみを押し下げることによ 
り自動的にセツトされます。 


♦このとき、しんも同時に上がり、自動 
的に点火されます。 













































































































































_ 使用方法 


■電池点火のしかた 

1•点火つまみを下げる 

參静かにとまるまで抻し下げてください。 

しんが同時に上がり自動的に点火します。 

參点火を確認してから、点火つまみをもとの位置まで静かに戻 
してください。 


•点火ヒータ付近から白煙が上がるだけで点火しない場合は、 
点火つまみを少し戻すと点火します。 

(逆に強く押しつけると点火しにくくなります。） 

•点火したことを確認したあとも点火操作をそのまま続けて 
いたり、燃焼中に点火操作をおこなうと点火ヒータのフ 
イラメントが'断線したり、破損の原因になります。 


2•燃焼筒のすわり確認 

•燃焼筒のつまみを持って、左右に2〜3回動かして、しん案 
内筒に正しくすわっているかを確かめてください。 


• IA 注意1 燃焼筒が正しくすわっていないと、最初から赤 
火ですすけて異常燃焼します。正しくすえ付けてください。 

• I △注意 |燃焼筒のつまみを左右に動かすときは、ガード 
や覆板が高温になっていますので、ふれないように注意し 
てください。 





■マッチ点火のしかた（点火ヒータが使えないとき） 

1.ガードを開いてください。 

2 .点火つまみをとまるまで静かに押し下げしんをいっぱいに上げてから、 

点火つまみをもとの位置まで戻してください。 

3 . 燃焼筒つまみを図のように持ち上げてマッチで点火してください。 

4. 燃焼筒をしん案内筒の上に静かに戻してください。 

5 .燃焼筒つまみを持って左右に2〜3回動かし、燃焼筒のすわりを確かめてください 

6 .ガードを閉めてください。 



•マッチの燃えかすをしん付近や置台の上に置かないでください。樹脂部分が焼損したり、火災 
の原因になります。 

v _ y 


•初めてご使用になるときや、しんの手入れ、しんの交換、から焼きなどをしたときは、給油後20分以上放置 
して、しんに十分灯油がしみこむまでおまちください。しんに十分灯油がしみこまないうちに点火すると、 
吸い上げ不足のため燃焼筒の赤熱不足が続くことがあります。このときは、いったん消火し、20分以上放置 
後点火してください。 

•初めてご使用になるとき、点火後しばらく多少のにおいがしますが、これはス I ブに付着している油など 
が焼けるときのもので異常ではありません。 

\ _ / 
















































5. 使用方法 


炎の調節（火力調節) 



炎の調節はしん調節つまみでおこないます。 

參しん調節つまみを押し下げると炎が伸び、引き上げると炎が小さ 
くなります。 

參炎や赤熱の状態を見ながらしんの下げすぎやしんの上げすぎの 

状態にならないよろに調節してください。 


▲綱 


X しんの上げすぎ 

燃焼筒上に炎が 4 cm 

以上伸びている Tl ^ j I 1 


•点火後15〜20分たって、部分的な炎の伸びや、燃焼筒の赤熱ムラがでるときは、燃焼筒つまみを持って左右に軽く 2〜 
3回動かしてください。それでも炎が伸びてきたら、しん調節つまみをゆっくりと引き上げて、 正しい炎の状態 に調節し 
てご使用ください。 

•点火後そのまま放っておくと しんの上げすぎ のように炎が伸びて、すすや一酸化炭素が'発生することがあります。 

また、 しんの下げすぎ のように燃焼筒の赤熱が不足している状態で燃焼しますと、燃焼音(ポッポッ)やにおい•一酸化炭 
素が発生するばかりでなく、しんにカーボンが付着し、しん調節も重くなります。このようなときはしんの手入れをして 
ください。 （ t ^ 11ページ） 

•しんを下げた状態から急激にしん調節つまみを上げると、一時的に炎が伸びてにおいや黒煙がでることがあります。 

しん調節つまみを上げるときは、炎を見ながらゆっくり操作してください。 

•燃焼中は、点火つまみに触れないでください。点火つまみを押し下げると炎が上がります。また押しすぎますと、点火ヒ 
—夕のフィラメントが変形したり断線したりすることが'あります。 

•換気扇_超音波加湿器などを使用すると、炎がピンク色になることがありますが、異常ではありません。 



mmim 

■通常消火のしかた 

1.しん調節つまみを上げる 

•静かに「消火位置」まで引き上げて、消火してください。 

•ストーブを押したりして消火しないでください。 

• 3 〜5分で消火します。 


2.消火の確認をする 

參必ず消火の確認をしてください。 



X しんの下げすぎ 

燃焼筒の上部が黒い ,, 


| 


r 

〇 

1 


〇正しい炎の状態 


燃焼筒が十分に赤熱し、 
燃焼筒上の炎の伸びが 
4 cm 以下 


赤熱部分 
















































































5. 使用方法 


■ス ピー ド消火のしかた(緊急時の消火方法) 


しん調節つまみで消火することのできない緊急時にだけ使用してください。 



1•スピード消火ボタンを押す 

參対震自動消火装置が作動し、しんが下がります。 


•しん調節つまみが「消火位置」に戻らないときは、引き上げて消 
火してください。 

•通常消火にくらべて、消火時のにおいが強くなります。 

•変質灯油などでしんの上部に、夕ールなどが多く付着していると、 
スピード消火ポタンを押してもしんが完全に下がりきらないで消 
火しないことがあります。 

このようなときはしんの手入れをしてください。（@ 1 1ベージ） 


2.消火の確認をする 

•必す消火の確認をしてください。 


消火しない（しん調節つまみが「消火位置」に戻らない)ときは… 


しん調節つまみを引き上げても、スピード消火ポタンを押しても、しんが下がらず消火しないときは給油タン 
クを取り出し、火が消えるまで燃焼させてください。 

このようなときは、お買い求めの販売店または、コロナお客様ご相談窓□にご相談ください。 


消火後再点火するときは… 


消火後すぐに再点火すると燃焼筒の温度が高くて、点火しなかったり、においがします。また、点火ヒータの 
フイラメントが断線する場合があります。燃焼筒が冷えるまで、6〜7分位待ってから点火してください。 

V . _ y 


画対震自動消火装置 

強い地震や振動、衝撃を受けたときは対震自動消火装置が作動して自動的に消火します。 

点火つまみをとまるまで押し下げると自動的にセツトされます。 

(ぽ6ページ） 

•対震自動消火装置は、 JIS に定められた100〜200ガルの振動により作動するように調整しであります。 

したがってご使用中における弱い日常的な振動、傾斜では作動しません。 

參変質灯油などでしんの上部にタールなどが多く付着していると、対震自動消火装置が作動してもしんが完全に下が 
りきらないで消火しないことがあります。このようなときはしんの手入れをしてください。（@11ぺージ） 
•地震によって作動した場合は、周囲の司燃物、ストーブの損傷、灯油のあふれなど異常がないことを確認したあと、 
再点火してください。 


D その他の装置（給油時自動消火装置) 

燃焼中に、給油タンクを持ち上げると、自動的に消火します。 

給油タンクをセツトすると自動的にセツトされます。 


•給油タンクが確実に入っていないと、 tz ットされす、点火できません。 




























対震自動消火装置 

点検時は必す乾電池 
を抜いてください。 


f 作動具合 j 

♦乾電池を抜いて、しんを上げ、置台の左 
側を前後に強く動かしたとき、対震自動 
消火装置が作動して、しんが最後まで確 
実に下がるか。 


震部(ふりこ、ベース)] 

♦ごみ、異物、ほこりなどが付着し r いな 
いか。 


r 作動部（しん ) j 
• しんの上下はスムーズか。 
♦夕ールの付着はないか。 


♦感震部、作動部を点検する。 

f 燃焼筒と給油タンクを取り出したあと、左右側面の止めねじ 
4本をはすしキャビネットを前方に傾け、操作パネルに注意 
して持ち上げ、キヤビネツトをはずしてください。 


>やわらかい布で、ごみ、異物、 
ほこりなどをきれいにふきとる。 


キヤビネツトのはずしかたは、 
上記作動具合の処置方法参照。 



>しんの手入れをする。 （ 11ページ） 

>効果のない場合は、しんを交換する。 

( お買い求めの販売店または、お近くのコロナお客様ご相談窓口 ' 
I にご相談ください。 • 


しん案内筒パッキン 


♦のびたり、切れたり、傷んでひびが'入つ 
ていないか。 


籲バッ キンに、のび、切れ、ひびなどが入っていた場合は交換する。 
( お買い求めの販売店または、お近くのコロナお客様ご相談窓口\ 
いこご相談ください。 ) 


圆日常の点検•手入れ 

点検•手入れは、消火後ストーフが十分冷えてから、おこなってください。 

* 対震自動消火装置を分解したり、油でふいたりしないでください。 

* しんの標準出寸法は 10 mm です。切ったり、長く引き出したりしないでください。 

• しん案内筒 • 給油タンク • 燃焼筒は変形させないでください。また燃焼筒を落として、ガラスを割ったりしないで 
ください。 


点検箇所 


点検する内容 


処置方法 


使 

用 

ご 

と 


置 台 
給油タンク 


>油もれ • 油のたまりや油のにじみがない 
か。 


參油のたまりや、油のにじみはふきとる。 

籲油もれのある場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼して< 
ださい。 


外 

観 

キャビネット、反射 
板、覆板、置台など 

參ほこりや污れが'ないか。 

♦ブラシややわらかい布でふきとる。 

(ベンジン、シンナー、クレンザーなどでふかないでください。） 

天 板 

♦化繊などのほこりが焼きついていないか。 
♦白っぽく変色していないか。 

♦しめらせたやわらかい布にクレンザーをつけてふきとる。 

• しめらせたやわらかい布でふきとる。 


ス I -ーブの周囲 
乾電池 

しん案内筒 


_可燃物がないか。 

攀点火ヒータの赤熱が弱くないか。 

參点火しにくくないか。 

參たいらの部分に燃えかすなどか'たまって 
いないか。 

燃えかすなどか’たまると燃焼筒のすわ 
りを悪くして、燃焼を阻害することが 
あります。 


►周囲を整理•清掃し、可燃物は取り除く。 

►同じ種頸の新しい乾電池(单一形2個)と交換する。 


♦燃焼筒をはすし、 ㊀ ドライバー 
の先で燃えかすなどを取り除く。 

拳しんの先端をしん案内筒のた 
いらの部分に合わせ、燃えか 
すがみぞに落ちないように注 
意してください。 


©ドライ パー 



月 

1 

回 


參点火ヒータの位置（しんとの間隔）は正 
しいか。 

フィラメントが、しんに対してちよう 
ど良い位置にないと点火しにくくなり 
ます。 


点火ヒータ 


• しんの出が1 0 mm のときに 
点火ヒータの位置が'ちよう 
ど良いところになります。 

♦位置の調整はお買い求め 
の販売店に依頼してくだ 
さい 0 



►フイラメントの変形、断線はないか。 


翁変形はマッチ棒などでまつす 
ぐになおす。 

♦変形がなおらないものや、断 
線したものは取り替える。 
(ぼ13ベージ） 


フイラメント〈フイラメントの形〉 




(j -WMOT5W 1 - 


しんの点火部 


♦燃えかすなどが落ちていないか。 

籲ほつれていないか。 

' 点火操作をして フイ ラメントがしんの 
ほつれに触れると赤熱が悪くなり点火 
しにくくなります。 


擊燃えかすなどを取り除く。 
♦ほつれを切る。 


燃えかす 




—/ 




—/ 




ほつれ 


月2回 2力月に1回月1回しん交換時 


10 
















































































8. 日常の点検 • 手入れ 


■油タンク内（給油タンク•固定タンク）の変質灯油や不純灯油を取り除くときは… 


処置方法（火の気のないところでおこなってください。） 

1.スピード消火ポタンを押して、対震自動消火装置を作動させてください。 

2 .燃焼筒と給油タンクを取り出したあと、左右側面の止めねじ4本をはず 

しキャビネットを前方に傾け、操作バネルに注意して持ち上げてキャ 
ビネットをはすしてください。 

3 .オイルピンを取り出して、固定タンク内の灯油を図のようにして抜き取 

り、きれいな灯油で2〜3回洗ってください。 

4. 油受けざらの底にたまっている水やごみは必す布きれでふき取ってくだ 
さい。 

5 . オイルピンをもとどおりピンがまっすぐ上を向くように取り付けてくだ 
さし、。 

6 .給油タンク内もきれいな灯油で洗い、良質の灯油に交換してください。 

しんの手入れもあわせておこなつてください。 （ぽ11ページ） 


オイルピン 



しんの点検•手入れ（月1回) 


変質灯油や不純灯油などでしんの上部にカーボンやタールが付着し、不具合が'生じたと 
き（ぽ5ページ）は、しんの手入れをしてください。 


しんの手入れをするときは、風のあたらない場所でおこなつてください。風があたると赤火が出たり、 
異常燃焼の原因になり危険です。また、しんの手入れ中はにおいがしますので換気をしてください。 



1. 空タンクを t ツトする 

•給油タンクの灯油を抜いて、空タンクをセツトしてくだ 
さい。 

•セツトしないとしんが下がって、しんの手入れができません。 

2. 点火操作をする 

•正しい炎の状態で燃焼させてください。 （ 8ページ） 


3. そのまま灯油がなくなって、火力が小さくな 
るまで放置する 

4. 火力が小さくなったらしんをいっぱいに上げ、 
消火するまで燃焼させる 


參しんがかたくなっているときは、しんの手入れを2〜3回おこなってください。 

參しんの手入れ後のご使用は、しんを一番下まで下げてから給油タンクを t ットし、20分以上待ってしんに十分灯油が 
しみこんでから点火してください。 

しんに十分灯油がしみこまない〇ちに点火すると、吸い上げ不足のため燃焼筒の赤熱不足が続くことがあります。 


■次のようなときは新しいしんと交換してください。（ぽ13ページ) 


V 


•しんの手入れをおこなっても力ーボンや夕ールがとれす、効果がないとき。 
• しんが水を含んでしまい、しんの上下操作が重くなったとき。 

•しんの上部が消耗して、うすくなったり短くなったり、凹凸になっている 
とさ。 


■しんについて 

參このス I プのしんは着火しやすいように点火部に切欠きがあります。 
•切欠き部分の繊維をほつれさせないでください。 























































_ 定期点検 

長期間ご使用になりますと、機器の点検;^必要です。 

2年に1回程度、シーズン終了後などにお買い求めの販売店または、修理資格者〔(財）日本石油燃焼機器 
保守協会 (TEL 03-3499-2928) でおこなう技術管理講習会修了者（石油機器技術管理士）など 〕のいる 
店などに点検依頼されることをおすすめします。 


愛情点検 

長年 ご 

£用の石油ストーブの点検をぜひ！ 

a 

こんな症状は 
ありませんか 

•油もれがする。 

•炎が不安定でススや黒煙が出る。 

•器具を強くゆすっても炎が消えない。 
•焦げるようなにおいや目がチカチカする。 
•その他の異常や故障がある。 


ご使用中止 


故障や事故の防止のため必ず 
販売店にご連絡ください。 
点検 • 修理についてのご費用 
など詳しいことは販売店にご 
相談ください。 


圓故障 • 異常の見分け方と処置方法 


參次の表にもとづいて、お確かめください。 

•処置方法により処置しても良くならないときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 
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火灯 
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るが 
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〇 
て 

火 
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が 

遅 

し、 

処置方法 

参 

照 

ぺ 

1 

ジ 

給油タンクに灯油がない 

• 

• 


• 


• 






• 

給油する 

6 

水、変質灯油、不純灯油が混入して 
し、 る 

參 

• 

• 

• 

• 

• 

參 

• 


• 

• 

參 

給油タンク、固定タンク内の油を 
抜き、きれいな灯油で洗い、しん 
も交換する 

11.13 

しんに十分灯油がしみこまないろち 
に点火した 

• 

• 


• 


• 






• 

給油後はしんを下げて20分以上待 
ち、しんに十分灯油がしみこんで 
から点火する 

7 

しんの上げすぎ 



• 

• 

• 








正しい炎の状態になるようにしん 
を調節する 

8 

しんの下げすぎ 


• 


• 


• 







燃焼筒のすわりが悪い 



• 

• 

• 








燃焼筒つまみを左右に動かしてす 
わりをなおす 

7 

長時間閉め切った部屋で使用している 


• 


參 


• 







窓をあけ、部屋の換気をする 

1 

しんに夕ールが'付着している 

• 

• 

• 

• 


參 

• 

• 


• 


參 

「しんの手入れ」をする 

11 

点火ヒータのフィラメントの変形、 
断線 

• 












変形をなおすか交換する 

10.13 

乾電池が正しく入っていない、消耗 
している 

• 












㊉㊀ を正しく入れる 
新しい乾電池と交換する 

5 

燃焼筒の変形、破損 













新しい部品と交換する 

13 

風、振動を受けている 









• 




風の当たらない場所で使用する 
振動を受けないよろにする 

2 

しん上下機構が故障している 

• 






• 

• 


• 



販売店に依頼してすぐ修理する 

— 

給油タンクが'入っていないまたは、 
確実に入っていない 









• 


• 


給油タンクを確実に入れる 

6 

対震自動消火装置が故障している 









• 




販売店に依頼してすぐ修理する 

ノ 


參燃焼中や消火後に、ときどき「ポコンポコン」という音がしますが、これは給油タンクから固定タンクへ灯油が流出す 
るときの音で異常ではありません。 
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國部品交換のしかた 


■部品交換のときの注意 

秘 M 不完全な修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が必要な場合には、お買い求めの販 
売店または、修理資格者〔(財）日本石油燃焼機器保守協会でおこなラ技術管理講習会修了者（石油機器 
技術管理士）など〕のいる販売店にご相談ください。 


部品交換は コロナ純正部品 とご指定ください。 




•しんの交換は、お買い求めの販売店または、お近くのコロナお客様ご相談窓 
□へ依頼されることをおすすめします。 

•しんは必ず検査に合格または認証された r コロナ純正しん SX -2270 J (右の 
マーク付）をご使用ください。器具に適合しないしんや、粗悪なしんを使用 
しますと、性能を十分発揮できないばかりでなく火災や中毒の原因になります。 

參しんの交換方法は、替しんに同こんの「石油燃焼機器用しん取扱説明書」にしたがってくださし、。 



または 


r 燃焼 , 



燃焼筒の交換 


燃焼筒のガラスが割れたときは、お買い求めの販売店または、お近くのコロナお客様ご相談窓口にご相談ください。 


点火 ヒータの 交換 


1.乾電池と燃焼筒を取り出す 


2.リングフタをひらく 

•リングフタの止めねじ 
1本をはすして、リン 
グフタを開いてください。 



3.点火ヒータをはずす 

參古い点火ヒータを押し 
ながら左にまわして、 
ソケツトからはすして 
ください。 



4.新しい点火ヒータを取り付ける 

•点火ヒータのヒータガードを下側にして、ソケットに取り 
付けてください。 



5.リングフタを固定する 

•リングフタのつめが案内 
筒リングの角穴に入って 
いることを確認してから、 
もとどおりに止めねじで 
固定してください。 



適保管 

おしまいになるときは、日常の点検 • 手入れの項を参照し、次の要領で保管してください。 


長期間使用しないとき 


1.給油タンク • 固定タンク内の灯油を抜き取ってください。 （@11ページ） 

•水、ごみなどを残したまま保管すると、さびや穴あきの原因になったり、しん上下不良の原因になることもあります。 
•灯油を抜いたあとは、内部をよく乾燥させてください。 


2•しんの手入れをしてください。 （ぽ11ページ）_ 

3•必ず乾電池を取りはすしてください。 

4.内部のごみやほこりを取つてください。 

參燃焼筒と給油タンクを取り出したあと、左右側面の止めねじ 4 本をはずしキャビネットを前方に傾け、操作パネルに 
注意して持ち上げてください。掃除機などでごみやほこりを取り除いたのち、もとどおりに組み立ててください。 


5•ス I フ'の外観を掃除してください。 （ぽ10ページ) 


6. 対震自動消火装置を作動させてください。 10ページ）_ 

7. 包装箱に入れて、乾燥した場所に水平に保管してください。 

隹 |△注意| 傾けたり、横倒しの状態では絶対に保管しないでください。 

•取扱説明書は、保証書と共に大切に保管してください。 

•来シーズンにお使いになるときは、対震自動消火装置の作動を 2 〜 3 回くりかえし、しんが最後まで下がることを確かめてください。 
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II 仕様 


f 型式の呼び 

RX -221 ] 

種 類 

しん式 • 放射形 

点火方式 

電池点火 

使用燃料 

灯油 ( JIS 1 号灯油) 

燃料消費量 

0.218 L/h 

暖房出力 

2.24 kW 

油タンク容量 

4.0 L 

燃焼継続時間 

約 18.0 時間 

標準適室 

木 造10.0 rrf (6 畺)まで 

コンクリート 13.0 rrf (8 畺)まで 

外形寸法 

高さ475_幅 452 mm 奥行314_ 

(置台を含む） 

質 量 

7.3 kg 

し ん 

種 類 

普通筒しん 

呼び寸法 

内柽65 厚さ 2.8 mm 

安全装置 

対震自動消火装置 

その他の装置 

給油時自動消火装置 , 


※乾電池は別売です。同じ種類の新しい单一形乾電池を2個用意してください。 



アフターサービス 


保証について 


•このコロナ石油ス I こは保証書か'ついています。 

「お買いあげ日•販売店名」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受けとりになり、大切に保管してください。 
•保証期間はお買いあげいただいた日から1年間です。 

•次のような原因による故障および事故につきましては、保証の対象になりませんので注意してください。 

• 変質灯油や不純灯油など、また灯油以外の燃料使用による故障や事故。 

• 誤った使用方法による故障や事故。 


修理を依頼されるとき 


•本書の「故障•異常の見分け方と処置方法」12ページ）の項にしたがって調べても良くならないときは、 
お買い求めの販売店または、お近くのコロナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 

•ご連絡いただきたい内容は次の通りです。 

ISi の呼び1保証書をごらんくださぃ。 

* お買いあげ日 

• 故障状況（できるだけ具体的にご連絡ください。） 

* ご住所 • ご氏名 • お電話番号 

•修理に際しては、保証書をご提示ください。 

保証期間中であれば保証書の規定にしたがって無料修理させていただきます。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かお近くのコロナお客様ご相談窓□にお問い合わせく 
ださい。 



■保証期間が過ぎているときは 


•お買い求めの販売店にご相談ください。修理によって使用できる製品についてはお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

參石油ストーブの補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の保有期間は製造打ち切り後6年です。 

■{寒理に出されるときは 

•輸送時や運搬時に給油タンク_固定タンク内に灯油が残ったままですと、傾きや振動で灯油がこぼれることがありますので、 
必す抜き取ってください。 
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